
津別町グリーン・ツーリズム協議会
（津別町・教育旅行）

オホーツク総合振興局



【協議会の特徴・理念】

津別町農業の「安心、安全、おいしいものを消費者へ届ける農家」、「環境に配慮した農業を営む農家」であるという特色を知ってもら
い、津別町農業の応援団を増やすことを目指している。

【協議会の概要】 【主なコンテンツの種類及び実績（過去３カ年程度）】【地域の概要】

① 自然環境

②人口

③主な産業

④イベント等

③協議会設立の経緯（きっかけ）
津別町農業の理解者や応援団を増やし、津別町産の農畜産

物の宣伝や販売促進に繋げるため。

④協議会の活動内容
修学旅行生の農業体験などの受入
※現在は、受入農家数の減少と新型コロナウイルス感染防止対策

により、宿泊を伴う大人数の受入は行っていない。

② 構成員・代表者（又は団体）

① 設立年

平成19年

【参加者の形態】
教育旅行受入 全て道外

【利用者の声】
・慣れない畑仕事だったが、野菜のありがたさを感じることが出来た。
・簡単に手に取れる農畜産物には流通する前にたくさんの苦労があったことが本当に
驚いた。

・普段体験出来ないような大自然で生活を送れて幸せだった。

年度 農家民宿

Ｈ29 １２０

Ｈ30 ８３

Ｒ１ １２２

②体験者数（人）

①宿泊者数（人）

③利用状況

年度 酪・畜体験 畑作体験 アウトドア体験

Ｈ29 ３４ ９６ １０

Ｈ30 １８ ６６ ３

Ｒ１ ３７ ８５ ２３

クリンソウまつり
つべつ夏まつり
紅葉マラソン

●農業
小麦、馬鈴薯、てん菜などの畑作
物や酪農・畜産が主体

●林業
町の総面積の約86％を占め、木
材の加工・木製品の製造など関連
産業も発展し、地域の雇用確保に
も役立っている。

地形は、扇状に広がる河川流域
の平地と山地によって形成。山地
は、阿寒・屈斜路両カルデラの外
輪山地、北見に隣接する町界山地
からなり、総面積の約86％を森林
が占めている。

津別町：４，４９３人
（令和２年10月現在）

※延べ人数（人数×日数）

津別町グリーン・ツーリズム協議会
代表者：細川 博行

事務局
津別町役場、ＪＡつべつ

会員
畑作農家６戸、畜産農家４戸

宿泊施設 ２件

⑤現在の課題
・会員数の減少が顕著であるが、農家経営の忙しさもあり、会員数

の増加が中々望めない。
・コロナ禍における宿泊について
（密を避けるとなると１戸当たりの受入人数を減らさざるを得ない）
・教育旅行の問合せが増加しているものの、大規模な人数を受け

入れる体制が整っていない。また、お断りせざるを得ない状況下で、
道内の受入地をまとめて紹介できるツールがない。

※延べ人数（人数×日数）



【特徴的な取組】

【連絡先】
代表窓口：津別町グリーン・ツーリズム協議会

（事務局 津別町役場産業振興課農政係 担当：上原 TEL：0152-76-2151（内線263））

＜体験内容＞

■酪農・畜産、畑作農家に宿泊し、一連の作業を体験。
■有機酪農に取り組んでいる農家、有機・特別栽培に取り組んでいる
農家での体験も可能。

■農業体験のほか、体験をより充実したものにするため、農業の基礎
知識を学ぶ座学講習会を令和元年度（講師：普及センター）に実施。

■「森林セラピー®基地」の認定を受けた「ノンノの森」での森林散策
等、津別町ならではの自然体験も併せて実施が可能。

■若い学生が来ることで、受入農家としても元気をもらえるとともに、
励みにもなっている。

＜特徴的な取組＞

■会員の受入負担軽減となるよう、アイディアレシピの提供を実施。
研修生と一緒に作れるような、簡単で美味しいレシピを紹介。

■一部の学校については、直接協議会と学校でスケジュール調整を行ってお
り、ニーズに合わせた農業体験の提供が可能となることや連絡漏れ等のミス
も改善される。

■１農家あたりの受入人数が年々増加し、床数不足や事故等の懸念も考慮し、
近隣地域と連携して旅行を提案。
例） １学年240名を受け入れするにあたって、津別町と美幌町で120名ずつ
の受入予定。

■当協議会に親しみが持てるよう、マスコットキャラクターを作成。

協議会マスコットキャラクター（非公認）
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